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郭
店

『
戦
国
楚
簡
研
究
2
0
0
 
6
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
四
十
一
号
〉
）

提
要
郭
店
一
号
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
各
種
の
器
物
は
、
〈
戦
国
中
期
偏
晩
〉
と
〈
戦
国
晩
期
偏
早
〉
の
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
そ
の

う
ち
一
部
の
要
素
は
包
山
一
号
・
ニ
号
墓
に
近
く
、
ま
た
一
部
の
要
素
は
包
山
四
号
・
五
号
墓
・
馬
山
一
号
墓
お
よ
び
九
店
乙

組
墓
四
期
六
段
の
若
干
の
特
徴
に
一
致
す
る
。
包
山
二
号
墓
の
下
葬
年
代
は
前
三
一
六
年
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
や
や
遅
く
、

包
山
四
号
・
五
号
墓
・
馬
山
一
号
墓
お
よ
び
九
店
乙
組
四
期
六
段
は
〈
戦
国
晩
期
早
段
〉
の
代
表
的
な
楚
墓
で
あ
る
。
考
古
学

の
断
代
で
は
、
最
も
新
し
い
出
土
品
を
も
っ
て
墓
葬
年
代
の
下
限
と
す
る
の
が
一
般
原
則
で
あ
る
。
郭
店
一
号
楚
墓
の
年

代
は
〈
戦
国
晩
期
早
段
〉
と
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
下
限
は
白
起
抜
郡
よ
り
遅
く
は
な
ら
な
い
。
具
体
的
な
年
代
は
、
紀
元

前
三

0
0年
よ
り
わ
ず
か
に
新
し
い
。
〔
原
文
「
具
体
年
代
応
在
公
元
前
三

0
0年
稽
后
不
久
。
」
〕

一
九
九
三
年
一

0
月
に
湖
北
省
荊
門
市
で
発
掘
さ
れ
た
郭
店
一

号
楚
墓
は
、
一
棒
一
棺
を
有
し
、
棒
内
は
三
室
〔
棺
室
・
頭
箱
・
辺
箱
〕

に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
規
格
や
規
模
か
ら
言
え
ば
、
す
で
に
発

掘
さ
れ
た
数
千
基
の
楚
墓
や
発
掘
を
待
っ
―
万
基
以
上
の
楚
墓
の

中
に
あ
っ
て
、
特
に
注
意
を
引
か
な
い
中
小
型
の
墓
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
墓
か
ら
原
始
儒
家
・
原
始
道
家
に
関
す
る
大
量
の
竹
簡

号
楚
墓
年
代
析
論

〔
郭
店
M

1る
T

4
、
八

0
四
枚
〕
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内

外
の
学
術
界
の
広
い
関
心
と
注
目
と
が
集
ま
っ
た
。
郭
店
楚
簡
の

思
想
内
容
や
系
統
に
つ
い
て
激
し
い
議
論
が
行
わ
れ
る
の
と
並
行

し
て
、
多
く
の
学
者
が
郭
店
一
号
墓
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
説
を
提
出
し
て
い
る
。

荊
門
市
博
物
館
は
当
初
、
「
荊
門
郭
店
一
号
楚
墓
」
〔
『
文
物
』
一

九
九
七
年
第
七
期
〕
に
お
い
て
、
こ
の
墓
の
墓
葬
形
式
・
棺
郭
の
構
造

や
副
葬
品
の
特
徴
の
比
較
•
分
析
を
根
拠
と
し
て
、
「
郭
店

M
1
は

〈
戦
国
中
期
偏
晩
〉
の
特
徴
を
具
備
し
て
お
り
、
そ
の
下
葬
年
代
は

平
成
十
八
年
十
二
月
六
ー
一
六
頁

徐

少

華

（
井
上
了
訳
）

(6) 



紀
元
前
四
世
紀
中
期
か
ら
紀
元
前
三
世
紀
初
で
あ
ろ
う
。
」
と
し
た

（注
1)°

こ
れ
は
つ
ま
り
、
紀
元
前
三
五

0
年
頃
を
上
限
と
し
、
秦

将
白
起
が
〔
楚
都
の
〕
郵
を
陥
落
さ
せ
た
紀
元
前
二
七
八
年
を
下
限

と
す
る
半
世
紀
あ
ま
り
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
五
月
下
旬
、
サ
ラ
11
ア
ラ
ン
教
授
〔
ダ
ー
ト
マ
ス
大
〕

の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
米
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
で
「
郭
店
楚
簡
『
老

子
』
の
問
題
に
関
す
る
第
一
回
国
際
学
術
討
論
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
郭
店
一
号
墓
の
年
代
に
つ
い
て
討
論
さ
れ
た
中
で
、
李
伯
謙

氏
〔
北
京
大
〕
が
楚
墓
の
編
年
と
特
徴
な
ど
を
総
合
的
に
分
析
し
、

郭
店
一
号
墓
を
「
〈
戦
国
中
期
〉
の
楚
墓
だ
」
と
し
た
（
注
2
)
。
劉
祖

信
氏
〔
荊
門
市
博
物
館
竹
簡
整
理
研
究
小
組
〕
は
、
郭
店
楚
墓
の
重
大
発

見
・
器
物
の
特
徴
お
よ
び
年
代
に
つ
い
て
紹
介
す
る
際
、
彼
ら
〔
荊

門
市
博
〕
の
原
報
告
の
結
論
を
重
ね
て
述
べ
た
。
つ
ま
り
「
下
葬
時

期
は
紀
元
前
四
世
紀
中
期
か
ら
紀
元
前
三
世
紀
初
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
（
注
3)°

李
学
勤
氏
は
報
告
の
中
で
、
郭
店
楚
墓
の
資
料
を

包
山
楚
墓
と
比
較
し
、
郭
店
一
号
墓
の
時
代
を
〈
戦
国
中
期
偏
晩
〉

と
す
べ
き
だ
と
し
、
さ
ら
に
包
山
一
号
・
号
墓
に
近
づ
け
た
が
、

「
紀
元
前
三

0
0
年
よ
り
遅

く
は
な
い
」
と
し
た
（
注
4
)
o

後
に
李
氏
は
さ
ら
に
論
を
進

め
、
「
同
出
の
漆
耳
杯
〔
郭
店

M
1
i
B
1
0
、
下
図
〕
に
「
東
宮

郭店

M 1: BlO 

漆耳杯銘

之
師
」
と
い
う
刻
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
〔
墓
主
〕
は
楚
の
太
子

の
教
師
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
〔
荊
門
市
博
の
原
報
告
は
「
東
宮
之

杯
」
と
釈
す
〕
。
墓
の
年
代
か
ら
、
こ
の
太
子
は
懐
王
の
太
子
横
で
、

後
の
頃
襄
王
と
考
え
ら
れ
る
。
墓
主
の
死
亡
時
期
は
頃
襄
王
の
即

位
以
前
で
あ
る
。
」
と
し
た
（
注
5
)
o

筆
者
は
当
時
ハ
ー
バ
ー
ド
に
留
学
し
て
い
た
た
め
、
ア
ラ
ン
教

授
の
厚
意
に
よ
っ
て
ダ
ー
ト
マ
ス
に
お
け
る
研
討
会
に
参
加
し
、

学
習
す
る
機
会
を
得
た
。
事
前
に
準
備
し
て
い
た
発
言
要
旨
は
、

楚
墓
の
編
年
お
よ
び
副
葬
品
の
類
型
学
の
角
度
か
ら
郭
店
一
号
墓

の
年
代
に
つ
い
て
簡
単
に
意
見
を
述
べ
、
参
加
者
に
教
え
を
乞
う

も
の
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
当
時
の
立
場
は
、
「
こ
の
墓
に
残
さ
れ
て

い
た
副
葬
品
お
よ
び
そ
の
特
徴
か
ら
見
る
と
、
包
山
一
号
・
ニ
号
墓

よ
り
も
新
し
く
、
紀
元
前
二
七
八
年
の
白
起
抜
郡
よ
り
は
早
い
。

つ
ま
り
紀
元
前
三

0
0
年
頃
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
一
部
の
学
者
ら
は
ま
た
別
の
角
度
か
ら
郭
店
楚
墓
の

年
代
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
提
出
し
た
。

王
裸
呟
氏
〔
社
会
科
学
院
〕
は
、
包
山
楚
簡
中
の
大
事
紀
年
に
反
映
さ

れ
る
史
実
や
、
紀
元
前
二
七
八
年
の
白
起
抜
郡
よ
り
以
降
の
江
陵

地
域
に
お
け
る
楚
文
化
の
継
承
、
お
よ
び
郭
店
楚
簡
に
含
ま
れ
る

儒
家
文
献
の
政
治
的
・
文
化
的
な
背
景
な
ど
を
結
び
つ
け
、
「
郭
店

楚
墓
の
下
葬
年
代
は
比
較
的
お
そ
く
、
紀
元
前
二
七
八
年
以
降
、

紀
元
前
ニ
ニ
七
年
以
前
」
（
注
6
)
•

「
こ
の
墓
は
白
起
抜
郡
よ
り
遅
れ

(7) 



る
こ
と
半
世
紀
以
内
の
も
の
で
あ
る
。
」
と
し
た
。
後
に
王
氏
は
幾

つ
か
の
論
文
で
こ
の
立
場
を
さ
ら
に
展
開
・
補
足
し
た
（
注
7
)
。
羅
運

環
氏
〔
武
漢
大
〕
は
、
こ
の
墓
か
ら
出
た
漆
耳
杯
の
底
の
刻
文
を
「
東

宮
之
師
」
と
定
め
た
上
で
、
原
報
告
の
推
定
年
代
と
結
び
つ
け
て
、

「
〈
東
宮
之
師
〉
と
は
太
子
横
の
教
師
で
あ
る
。
…
…
こ
の
墓
の
下

葬
年
代
は
〔
太
子
横
が
秦
か
ら
逃
帰
し
た
〕
紀
元
前
三

0
二
年
よ
り
以

降
（
下
限
は
白
起
抜
郡
よ
り
以
前
）
で
あ
る
。
」
と
し
た
（
注
8
)
o

郭
店
一
号
楚
墓
の
年
代
に
関
す
る
上
述
の
よ
う
な
議
論
を
見
る

と
、
研
究
の
深
化
と
楚
墓
年
代
学
の
精
密
化
に
と
も
な
っ
て
、
こ

の
墓
の
年
代
に
つ
い
て
更
な
る
分
析
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
以
下
で
は
、

旧
稿
を
基
礎
と
し
た
上
で
修
訂
・
補
充
を
行
い
、
楚
墓
の
葬
制
・
葬

俗
お
よ
び
器
物
類
型
学
の
角
度
か
ら
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
さ
ら

に
進
ん
だ
議
論
と
認
識
を
提
供
し
、
も
っ
て
こ
の
研
究
の
深
化
発

展
を
期
待
し
た
い
。

郭
店
号
墓
は
数
次
に
わ
た
る
盗
掘
を
受
け
て
お
り
、
墓
中
に

ま
と
ま
っ
た
青
銅
器
や
倣
銅
陶
器
は
見
ら
れ
な
い
。
墓
中
に
残
さ

れ
た
副
葬
品
の
う
ち
明
確
な
特
徴
を
も
つ
物
は
限
ら
れ
て
お
り
、

年
代
決
定
に
一
定
の
困
難
を
も
た
ら
す
。
荊
門
市
博
物
館
は
こ
れ

ら
の
限
ら
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
、
墓
葬
の
配
置
・
棺
棒
の
構
造
お
よ

び
副
葬
品
の
特
徴
な
ど
を
関
連
資
料
と
比
較
検
討
し
、
こ
の
墓
が

典
型
的
な
楚
墓
で
あ
り
「
そ
の
下
葬
年
代
は
紀
元
前
四
世
紀
中
期

か
ら
紀
元
前
三
世
紀
初
」
だ
と
し
た
。
現
在
も
な
お
、
こ
の
結
論

と
年
代
推
定
は
基
本
的
に
正

し
い
と
認
め
ら
れ
る
。

墓
葬
の
規
格
・
葬
制
・
葬
俗

お
よ
び
副
葬
品
の
組
み
合
わ

せ
と
特
徴
か
ら
見
る
と
、
郭

店
一
号
墓
は
典
型
的
な
中
級

で
や
や
小
さ
い
楚
国
貴
族
の

墓
葬
に
属
す
る
。

第
一
に
、
こ
の
墓
の
墓
室

は
長
方
形
の
土
壊
竪
穴
で
、

東
側
中
央
に
斜
面
と
な
っ
た

長
方
形
の
墓
道
が
あ
る
。

第
二
に
、
墓
室
の
中
央
に

棺
棒
が
安
置
さ
れ
、
檸
の
内

部
は
木
板
に
よ
っ
て
棺
室
・

頭
箱
・
辺
箱
の
三
室
に
分
け

ら
れ
て
い
る
〔
下
図
〕
。

第
三
に
、
棺
は
長
方
形
の

(8) 



懸
底
方
棺
で
、
壁
板
•
横
板
·
底
板
・
藍
板
は
み
な
組
木
に
よ
っ
て

作
ら
れ
て
お
り
、
棺
内
に
は
透
か
し
彫
り
の
木
抹
が
は
め
込
ま
れ

て
い
る
。
墓
主
は
頭
を
東
に
し
て
体
を
伸
ば
し
、
仰
向
け
に
木
林

の
上
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

墓
道
と
墓
向
に
つ
い
て
見
る
と
、
周
代
の
北
方
中
原
地
区
で
は

墓
道
は
お
お
む
ね
南
北
を
向
い
て
お
り
、
頭
を
北
と
す
る
も
の
が

多
い
。
秦
墓
で
は
墓
道
は
お
お
む
ね
東
西
を
向
い
て
お
り
、
頭
を

西
に
す
る
も
の
が
多
い
。
楚
墓
で
は
墓
道
と
頭
を
東
あ
る
い
は
南

に
向
け
る
も
の
が
多
い
が
、
比
較
的
高
位
の
貴
族
や
芋
姓
に
属
す

る
者
の
墓
に
は
、
と
く
に
東
に
向
け
る
傾
向
が
強
い
。
墓
主
の
身

分
・
地
位
に
応
じ
て
梓
内
を
木
板
で
ニ
・
三
・
五
・
七
室
に
仕
切
る
の

は
東
周
期
の
楚
墓
の
典
型
的
な
特
徴
で
、
中
原
や
秦
の
墓
に
は
見

ら
れ
な
い
。
組
木
に
よ
る
懸
底
棺
を
用
い
、
棺
内
に
透
か
し
彫
り

の
木
抹
を
置
く
の
も
〈
戦
国
中
晩
期
〉
の
楚
墓
に
特
徴
的
な
葬
俗
で
、

同
時
期
の
他
国
の
墓
葬
に
は
見
え
ず
、
以
降
の
秦
墓
に
も
見
え
な

、。し郭
店
一
号
墓
が
備
え
る
上
述
の
よ
う
な
楚
文
化
の
一
連
の
特
徴

は
、
こ
れ
が
〈
戦
国
中
晩
期
〉
の
典
型
的
な
楚
墓
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
棒
内
を
さ
ら
に
三
分
す
る
規
格
と
、
数
次
に
わ
た
る
盗
掘
を

経
て
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
た
、
金
銀
で
飾
ら
れ
た
鳩
杖
〔
二
点
〕
．

ひ

鍍
空
四
鳳
紋
の
銅
鏡
・
金
銀
で
飾
ら
れ
た
銅
跛
〔
剣
の
一
種
〕
・
精
巧

れ

ん

く

し

げ

に
作
ら
れ
華
麗
な
装
飾
の
施
さ
れ
た
漆
旅
〔
や
な
ぐ
い
〕
・
阪
〔
鏡
箱
〕
．

耳
杯
な
ど
の
精
美
な
副
葬
品
の
分
析
に
よ
っ
て
、
墓
主
は
楚
の
下

大
夫
あ
る
い
は
元
士
（
上
士
）
に
相
当
す
る
、
中
級
や
や
下
の
貴
族

と
考
え
ら
れ
る
。

〔
郭
店
一
号
墓
の
〕
目
前
に
広
が
る
漢
水
以
西
の
地
域
、
と
く
に
紀

南
城
・
楚
皇
城
遺
跡
を
中
心
と
す
る
楚
の
中
心
地
域
の
〈
戦
国
晩
期
〉

の
墓
葬
は
、
〈
早
段
〉
と
〈
晩
段
〉
と
に
明
確
に
区
分
で
き
る
。
〈
戦

国
晩
期
早
段
〉
〔
白
起
抜
郡
以
前
〕
の
墓
葬
は
数
が
多
く
、
楚
文
化
の

特
徴
に
よ
く
合
致
し
て
お
り
、
か
つ
様
々
な
階
級
の
貴
族
墓
が
存

在
す
る
。
し
か
し
〈
戦
国
晩
期
晩
段
〉
〔
白
起
抜
郡
以
降
〕
の
墓
葬
は
、

第
一
に
は
墓
葬
の
件
数
そ
の
も
の
が
急
激
に
減
少
し
、
第
二
に
は

高
位
の
貴
族
墓
が
基
本
的
に
見
ら
れ
な
く
な
り
、
第
三
に
は
一
部

の
墓
葬
に
お
い
て
明
確
な
秦
文
化
の
特
徴
を
備
え
る
よ
う
に
な
る
。

た
と
え
ば
紀
南
城
の
近
く
に
造
営
さ
れ
た
江
陵
九
店
東
周
墓
地
で

は
、
発
掘
さ
れ
た
五
七
八
基
の
乙
組
墓
〔
楚
文
化
に
属
す
る
も
の
。
周

文
化
に
属
す
る
甲
組
墓
に
対
す
る
呼
称
〕
の
う
ち
、
年
代
的
特
徴
を
持

っ
た
墓
は
四
六
四
基
あ
り
、
う
ち
乙
組
甲
類
（
一
檸
一
棺
で
、
檸
内

は
不
分
室
あ
る
い
は
二
室
、
ま
れ
に
三
室
に
分
か
っ
て
お
り
、
中
級
か
ら

下
級
の
貴
族
の
も
の
）
は
二
二
基
、
乙
組
乙
類
（
一
梓
一
棺
で
、
一
般

的
に
梓
内
を
分
室
せ
ず
、
下
級
貴
族
や
平
民
の
も
の
）
は
二
五
九
基
、

乙
組
丙
類
（
一
棺
ま
た
は
無
棺
で
、
平
民
あ
る
い
は
貧
民
の
も
の
）
は
一

八
三
基
で
あ
る
。
時
期
が
判
明
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
〈
戦
国

晩
期
早
段
〉
〔
四
期
六
段
〕
の
も
の
は
乙
組
甲
類
墓
が
四
基
、
乙
組
乙

(9) 



類
墓
が
七
一
基
、
乙
組
丙
類
墓
が
八
三
基
で
あ
る
が
、
〈
戦
国
晩
期

晩
段
〉
〔
四
期
七
段
〕
に
は
乙
組
甲
類
墓
は
見
ら
れ
ず
、
乙
組
乙
類
墓

は
一
六
基
、
乙
組
丙
類
墓
は
一
八
基
と
な
る
（
注
9)°

〔
他
に
、
無
棺

で
副
葬
品
も
無
く
、
編
年
で
き
な
い
丁
類
墓
が
あ
る
。
〕

こ
れ
に
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
紀
元
前
二
七
八
年
に
秦
将
白

起
が
郡
を
陥
落
さ
せ
、
楚
が
東
遷
し
て
よ
り
以
降
の
〈
戦
国
晩
期
晩

段
〉
に
は
、
楚
都
紀
南
城
〔
も
と
の
郡
〕
の
周
辺
地
域
で
は
、
楚
文
化

の
特
徴
を
継
承
し
た
少
数
の
遺
民
の
墓
葬
は
な
お
存
在
し
た
も
の

の
、
基
本
的
に
は
中
級
以
上
の
楚
国
貴
族
の
墓
は
見
ら
れ
な
く
な

る
。
こ
れ
ら
の
貴
族
は
、
あ
る
い
は
頃
襄
王
に
従
っ
て
東
遷
し
、

あ
る
い
は
江
南
へ
流
亡
し
た
の
で
あ
っ
て
、
故
地
に
と
ど
ま
っ
た

者
は
、
人
数
も
少
な
く
、
社
会
的
地
位
に
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
、

大
規
模
な
陵
墓
を
築
く
機
会
や
実
力
を
持
つ
こ
と
は
困
難
で
あ
っ

た
。
郭
店
一
号
墓
は
、
中
級
や
や
下
の
楚
国
貴
族
の
墓
で
あ
り
、

そ
の
規
格
は
江
陵
九
店
の
乙
組
甲
類
墓
に
相
当
す
る
か
、
あ
る
い

は
や
や
高
い
。
当
時
の
歴
史
的
背
景
よ
り
見
る
と
、
そ
の
下
葬
年

代
は
白
起
抜
郡
の
紀
元
前
二
七
八
年
よ
り
以
降
で
は
あ
り
得
な
い
。

郭
店
一
号
墓
に
残
さ
れ
た
副
葬
品
に
戻
る
と
、
第
一
に
は
、
〈
戦

こ
う

国
晩
期
〉
の
楚
墓
に
よ
く
見
ら
れ
る
鼎
・
合
呼
壷
・
紡
〔
酒
器
〕
の
組
み

合
わ
せ
が
見
ら
れ
ず
、
第
二
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
〈
戦
国
晩
期
〉
の
墓

に
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
る
釜
•
黎
〔
な
べ
〕
．
甑
〔
こ
し
き
〕
．
甕
〔
水
が

め
〕
．
蒜
頭
壷
〔
ニ
ン
ニ
ク
に
似
た
形
の
小
口
長
頚
壷
〕
な
ど
の
秦
文
化
に

郭
店
号
楚
墓
の
年
代
が
紀
元
前
二
七
八
年
よ
り
以
降
で
は
あ

り
得
な
い
以
上
、
そ
の
具
体
的
な
年
代
は
、

荊
門
市
博
物
館
が
最
初
に
推
定
し
た
「
紀
元

前
四
世
紀
中
期
か
ら
紀
元
前
三
世
紀
初
」
と

い
う
範
囲
か
ら
、
さ
ら
に
絞
り
こ
む
こ
と
が

で
き
る
。

第
一
に
、
墓
内
に
残
さ
れ
た
青
銅
器
に
は
、

さ
く

盤
・
匝
〔
酒
器
〕
・
耳
杯
・
鏡
・
削
〔
ナ
イ
フ
〕
・
剣
・

鏃
な
ど
が
あ
る
。
銅
盤
〔
郭
店
M

1
五
品
3

、

下
図
〕
は
縁
が
幅
広
く
外
側
に
折
れ
曲
が
り
、

沿
面
が
や
や
内
側
に
傾
斜
し
て
お
り
、
腹
は

深
く
、
腹
の
上
部
に
は
獣
面
の
舗
首
衡
環
〔
環

を
付
け
た
金
具
〕
が
対
称
に
施
さ
れ
、
下
腹
は

弧
形
に
内
収
し
、
平
底
で
あ
る
。
そ
の
形
式

巳
郭店M1: B28銅盤

か
か
わ
る
器
物
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
湖
北
省
で
発
掘
さ
れ

た
〈
戦
国
晩
期
晩
段
〉
（
紀
元
前
二
七
八
年
以
降
）
の
各
種
の
陵
墓
で
は

多
か
れ
少
な
か
れ
常
見
す
る
も
の
で
あ
る
（
注
10)°

郭
店
一
号
墓
に

こ
れ
ら
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
ま
た
、
こ
の
墓
の
年
代
の
下
限
を

白
起
抜
郡
よ
り
以
前
と
す
べ
き
有
力
な
証
拠
で
あ
る
。

(10) 
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ひ
し
が
た

墓
中
か
ら
出
た
菱
形
の
銅
鏃
〔
郭
店
M

1る
T
1
9
a
、
九
六
点
〕
は
、

む
ね

双
刃
で
鋭
鋒
、
中
央
に
脊
が
隆
起
し
て
お
り
、
包
山
四
号
墓
か
ら

出
土
し
た
菱
形
の
銅
鏃
〔
包
山
M
4
泊
i
ー

1
〕
と
一
致
す
る
（
注
17)°

包

山
四
号
お
よ
び
五
号
墓
は
み
な
〈
戦
国
晩
期
早
段
〉
に
属
す
。

ひ

第
二
に
、
墓
内
に
残
さ
れ
た
陶
器
と
し
て
は
、
鼎
・
盃
〔
酒
器
〕
・
ヒ

〔
さ
じ
〕
．
斗
〔
酒
を
く
む
器
〕
な
ど
が
あ
る
。
陶
鼎
〔
郭
店
M

1
ニ

T

1
、

し
こ
う

下
図
〕
は
〔
上
端
が
〕
は
子
口
と
な

っ
て
お
り
平
沿
で
、
長
方
形
の

耳
が
大
き
く
張
り
出
し
、
腹
は

深
く
丸
底
で
、
足
は
削
ら
れ
て

だ
い
け
い

断
面
が
台
形
に
な
っ
て
い
る
。

陶
盃
〔
郭
店
M

1
五：
4
、
下
段
図
〕

は
直
口
で
、
腹
は
扁
丸
、
丸
底
、

肩
上
に
環
形
の
持
ち
手
が
あ

り
、
片
方
に
背
が
あ
り
、
足
の

ひ
し
が
た

断
面
は
菱
形
に
な
っ
て
い
る
。

ロ
郭店Ml:T 1陶鼎

郭
店
M

1
る

T
1
7
銅
剣

む
ね

央
に
脊
が
隆
起
し
て
い
る
剣
は
、

〈
戦
国
晩
期
〉
の
も
の
が
多
い
。

こ
れ
ら
二
器
の
形
式
は
、

江
陵
馬
山
一
号
墓
と
九
店

乙
組
墓
四
期
六
段
・
七
段

か
ら
出
た
類
器
〔
馬
山
M

1
森
3

な
ど
〕
に
近
い
（
注
1
8
)
0

と
く
に
、
こ
れ
ら
二
器
の

だ

い

け

い

ひ

し

足
部
の
断
面
が
台
形
・
菱

が
た形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

江
陵
地
区
の
〈
戦
国
晩
期
〉
の
楚
器
の
明
確
な
特
徴
で
あ
る
。

江
陵
・
当
陽
な
ど
の
地
域
に
お
け
る
比
較
的
整
理
さ
れ
た
楚
墓
の

編
年
資
料
に
つ
い
て
言
う
と
、
〈
戦
国
早
期
〉
の
倣
銅
陶
鼎
や
倣
銅

陶
盃
な
ど
の
三
足
器
は
、
足
部
の
断
面
が
円
形
ま
た
は
楕
円
形
の

も
の
が
多
く
、
表
面
を
削
ら
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
〈
戦
国
中

期
〉
に
は
、
こ
の
種
の
器
物
の
足
部
断
面
は
円
形
あ
る
い
は
削
っ
て

み
ぞ

多
面
形
と
し
、
足
の
内
壁
に
は
し
ば
し
ば
三
角
形
の
溝
を
削
り
出

み
ぞ

す
。
〈
戦
国
中
期
早
段
〉
に
は
一
般
に
こ
の
溝
は
上
下
貫
通
せ
ず
、

〈
戦
国
中
期
晩
段
〉
に
は
上
下
貫
通
し
、
ま
れ
に
は
足
部
の
断
面
が

だ

い

け

い

ひ

し

が

た

削
ら
れ
て
台
形
あ
る
い
は
菱
形
に
な
る
（
注
19)o

郭
店
一
号
墓
か
ら
出
土
し
た
陶
斗
〔
郭
店
M

1る
T
1
5
〕
は
、
江
陵

九
店
乙
組
四
期
六
段
の
六
一
八
号
墓
お
よ
び
五
五

0
号
墓
か
ら
出

土
し
た

II
式
斗
〔
九
店
M
6
1
8
"
1
お
よ
び
M
5
5
0
;
8
〕
に
似
て
お
り

（注
20)
、
〈
戦
国
晩
期
早
段
〉
に
属
す
。

郭店Ml:B 4 陶盃

(12) 



第
三
に
、
郭
店
一
号
墓
の
特
徴
あ
る
漆
木
器
と
し
て
、
耳
杯
・
阪
・

枕
架
．
椋
〔
目
の
粗
い
櫛
〕
・
箆
〔
細
か
い
櫛
〕
な
ど
が
あ
る
。
耳
杯
〔
郭
店

M

1る
T

2
お
よ
び
M

1
五
3
8
¥
B
2
3
の
計
一
七
点
〕
は
、
器
壁
は
や
や

薄
く
、
方
耳
は
上
向
き
に
持
ち
上
が
っ
て
お
り
外
側
面
は
平
直
、

中
ほ
ど
で
弧
形
に
内
凹
し
て
お
り
、
器
身
は
楕
円
形
で
平
底
で
あ

る
。
紋
飾
に
は
朱
・
褐
色
を
用
い
、
耳
面
に
は
鳥
首
紋
・
巻
雲
紋
が

対
称
に
描
か
れ
、
口
沿
の
外
側
面
と
耳
の
外
側
面
に
は
勾
連
雲
紋

が
描
か
れ
、
耳
の
両
端
に
は
竪
式
巻
雲
紋
が
描
か
れ
、
口
沿
の
内

側
に
は
変
形
鳳
鳥
紋
と
巻
雲
紋
が
描
か
れ
、
杯
内
中
部
に
は
紅
漆

を
、
そ
の
他
の
部
位
に
は
黒
漆
を
施
す
。
形
式
や
装
飾
は
包
山
一

号
墓
か
ら
出
た

I
式
方
耳
杯
〔
包
山
M

1
五
云
;
ど
〕
や
包
山
四
号
墓
か

ら
出
た

I
I
式
方
耳
杯
〔
包
山
M
4
~
4お
よ
び
包
山
M
4
五1
4な
ど
〕
と
基
本

〗
上
疇
[
〗

紋
飾
も
流
暢
さ
を
増
す
。
れ
ん

郭
店
一
号
墓
の
漆
阪
〔
郭
店
M

1
五芯
g

〕
は
、
そ
の
形
式
が
包
山

号
墓
か
ら
出
た
漆
盆
〔
包
山
M

1
ら

17
〕
と
酷
似
し
つ
つ
紋
飾
が
異

な
る
（
注
22)°

包
山
一
号
楚
墓
の
漆
盆
に
は
装
飾
が
無
い
が
、
郭
店

M

1
の
漆
阪
に
は
外
壁
の
中
腹
に
舗
首
衡
環
が
左
右
対
称
に
付
け

ら
れ
て
お
り
、
蓋
の
中
央
に
も
衡
環
が
あ
る
。
製
作
技
術
も
成
熟

と
複
雑
：
を
加
え
て
お
り
、
〔
包
山
M
1
"
1
7
よ
り
も
〕
や
や
新
し
い
と

／̀店：
11

」
□
二
-
言

た
方
桓
で
、
二
つ
の
桓
が
二

h
-

—
_
-
―
ー
―
＿
ご
＿
―

枕

本
の
角
材
に
よ
っ
て
接
続
さ
ー
一
―
ー
―
ー
ニ
ー
—
_
―
―

一

木

―
―
―
_
-
―
ニ
―I

一

れ
て
い
る
。
方
桓
の
上
端
内

i

-

i

_

_

 

―
こ
ー
―
―
-

8
 

I

l

-

l

-

I

-

＿_ 

ー
こ
―

2

ご
ー
ニ
-

l

-

i

-

l

_

：

側

に

二

層

の

凹

み

が

穿

た

一

―

-l-＿
三

〗
〗
＿
叩
口
』
戸
〗

：
 

号
墓
か
ら
出
て
い
る
〔
望
山
M

1
"
B
1
2
1
お
よ
び
包
山
M
4
"
2
8

（
下
図
）
〕
（
注
23)0

郭
店
墓
か
ら
は
、
弧
背
の
箆
が
一
点
〔
郭
店
M
1
"
T
2
9
〕
、
弧
背

そ

の
樅
〔
郭
店
M
1
"
T
2
2
〕
・
平
背
の
椀
〔
郭
店
M
1
"
T
2
3
〕
各
一
点
が
出

て
お
り
、
椋
や
箆
の
歯
は
上
下
両
端
が
比
較
的
平
直
で
あ
る
。
包

山
一
号
墓
か
ら
は
弧
背
の
椀
〔
包
山
M

1
註
i

〕
と
箆
〔
包
山
M
1
"
1
6
〕

(13) 



各
一
点
が
出
て
お
り
（
注
24)
、
両
者
を
較
べ
て
み
る
と
、
第
に
、

包
山
一
号
墓
の
椋
．
箆
は
、
郭
店
一
号
墓
の
椋
よ
り
も
有
歯
部
の
占

め
る
割
合
が
大
き
い
。
第
二
に
、
包
山
一
号
墓
の
箆
は
歯
上
部
の

高
さ
が
一
定
で
な
い
が
、
郭
店
の
そ
れ
は
整
一
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
要
素
は
い
ず
れ
も
、
郭
店
一
号
墓
の
樅
．
箆
が
〔
包
山
一
号
墓
の

楠
・
箆
よ
り
も
〕
新
し
い
こ
と
を
示
す
。
九
店
乙
組
墓
か
ら
出
た
平
背

椋
に
は
I

式
〔
九
店
M
怨
9

な
ど
〕
•
I
I
式
〔
九
店
M
7
7怜
3
な
ど
〕
の
二

種
類
が
あ
り
、

I
式
は
比
較
的
ち
い
さ
い
が
幅
広
肉
厚
で
、
〈
戦
国

中
期
晩
段
〉
に
属
す
。

II
式
は
や
や
薄
く
、
あ
き
ら
か
に
幅
は
狭
く

高
さ
は
高
く
、
〈
戦
国
晩
期
早
段
〉
に
属
す
（
注
25)°

郭
店
墓
の
平
背

椀
は
、
九
店
乙
組
墓
の

II
式
椋
に
近
い
。

以
上
の
比
較
・
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
郭
店
一
号
墓

か
ら
出
土
し
た
各
種
の
副
葬
品
は
、
〈
戦
国
中
期
偏
晩
〉
お
よ
び
〈
戦

国
晩
期
偏
早
〉
の
若
干
の
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
部
の

要
素
は
包
山
一
号
・
ニ
号
墓
に
近
く
、
ま
た
一
部
の
要
素
は
包
山
四

号
•
五
号
墓
や
馬
山
一
号
墓
、
九
店
乙
組
墓
第
四
期
六
段
の
特
徴
に

一
致
す
る
。
包
山
二
号
楚
墓
は
紀
元
前
三
一
六
年
あ
る
い
は
そ
れ

よ
り
や
や
遅
く
に
下
葬
さ
れ
た
も
の
で
、
包
山
四
号
・
五
号
墓
や
馬

山
一
号
墓
、
九
店
乙
組
墓
第
四
期
六
段
の
墓
葬
は
〈
戦
国
晩
期
早
段
〉

の
代
表
的
な
楚
墓
で
あ
る
。
最
も
新
し
い
器
物
の
年
代
を
そ
の
下

限
と
す
る
と
い
う
考
古
学
の
分
期
断
代
の
一
般
原
則
に
よ
る
と
、

郭
店
一
号
楚
墓
の
年
代
は
〈
戦
国
晩
期
早
段
〉
と
な
り
、
そ
の
下
限

は
白
起
抜
郡
を
降
ら
な
い
。
ま
た
、
〈
戦
国
晩
期
〉
の
楚
墓
に
よ
く

こ

う

ほ

う

見
ら
れ
る
合
呼
紡
の
類
が
郭
店
一
号
墓
に
見
ら
れ
ず
、
秦
文
化
の
い

か
な
る
要
素
を
持
つ
器
物
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
墓
は

〈
戦
国
晩
期
早
段
〉
の
う
ち
比
較
的
早
い
時
期
、
具
体
的
に
は
紀
元

前
三

0
0年
よ
り
わ
ず
か
に
遅
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
1
)

「
荊
門
郭
店
一
号
楚
墓
」
（
湖
北
省
荊
門
市
博
物
館
、
『
文
物
』
一
九

九
七
年
第
七
期
）
を
参
照
。

(
2
)
 
S
a
r
a
h
 
A
l
l
a
n
 
a
n
d
 
C
r
i
s
p
i
n
 
W
i
l
l
i
a
m
s
 
:
 T
h
e
 
G
u
a
d
i
a
n
 
L
a
o
 
N

]

)

 

P
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
 
o
f
 t
h
e
 
internat1 g
a
]
 C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 
,
 D
a
r
t
m
o
u
t
h
 

C
o
l
l
e
g
e
,
 
M
a
y
 1
9
9
8
.
 
T
h
e
 s
o
c
i
e
t
y
 
for 
t
h
e
 
S
t
u
d
y
 
o
f
 E
a
r
l
y
 

C
h
i
n
a
 
a
n
d
 t
h
e
 
Institute 
o
f
 
E
a
s
t
 
A
s
i
a
 
Studies, 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
o
f
 

California, 
B
e
r
k
l
e
y
,
 
2
0
0
0
,
 
P
.
1
9
.
 

〔
中
！
文
即
い
と
し
て
『
部
咋
店
「
老

子
」
東
西
方
学
者
的
対
話
』
（
学
苑
出
版
社
、
二

0
0
二
年
）
が
あ
る
。
〕

(
3
)
注
(
2
)
書
三
一
頁
。

(
4
)
注
(
2
)
書
一
〇
七
頁
。

(
5
)

李
学
勤
「
先
秦
儒
家
著
作
的
重
大
発
現
」
（
『
中
国
哲
学
』
二

O
輯

「
郭
店
楚
簡
研
究
」
専
輯
、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
一
月
、

一三
S
一
七
頁
）
を
参
照
。

(
6
)

王
裸
呟
「
試
論
郭
店
楚
簡
各
篇
的
撰
作
時
代
及
其
背
景
|
'
兼
論
郭

原
注

(14) 



店
及
包
山
楚
墓
的
時
代
問
題
」
（
『
中
国
哲
学
』
二

O
輯
「
郭
店
楚
簡

研
究
」
専
輯
、
三
六
六
＼
三
八
九
頁
）
を
参
照
。

(
7
)
王
楳
呟
「
郭
店
楚
簡
的
時
代
及
其
与
子
思
学
派
的
関
係
」
（
武
漢
大

学
中
国
文
化
研
究
所
編
『
郭
店
楚
漢
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
、
湖

北
人
民
出
版
社
、
二

0
0
0年
五
月
）
六
四
四
＼
六
四
九
頁
お
よ
び

同
「
再
論
郭
店
竹
書
之
時
代
及
其
文
化
背
景
問
題
」
（
池
田
知
久
監
修

『
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
六
、
東
京
大
学
文
学
部
中
国
思
想

文
化
学
研
究
室
、
二

0
0三
年
二
月
）
二
五
＼
三
一
頁
を
参
照
。

(
8
)

羅
運
環
「
論
郭
店
一
号
楚
墓
所
出
漆
耳
杯
文
及
墓
主
和
竹
簡
的
年

代
」
（
『
考
古
』
二

0
0
0年
一
期
）
を
参
照
。

(
9
)
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著
『
江
陵
九
店
東
周
墓
』
（
科
学
出
版

社
、
一
九
九
五
年
七
月
）
〔
第
四
章
第
四
段
〕
を
参
照
。

(
1
0
)
こ
の
時
期
の
墓
葬
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
楊
宝
成
主
編
『
湖
北
考

古
発
現
与
研
究
』
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
一
月
）
第
五
章

第
一
節
「
戦
国
末
期
墓
葬
傑
」
を
参
照
。

(11)

湖
北
省
荊
沙
鉄
路
考
古
隊
『
包
山
楚
墓
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九

一
年
一

0
月
）
上
冊
―

1
0頁
図
六
八
I
5
を
参
照
。

(12)
注
(
9
)
書
二

0
九
頁
図
―
四
一

I
1
を
参
照
。

(13)

注
(
9
)
書
二

0
九
頁
図
―
四
一
I
7
・
図
―
四
一
I
8
お
よ
び
注
(11)

書
三
ニ
―
頁
図
ニ
―
三
I
3
。

(14)
湖
北
省
荊
州
地
区
博
物
館
『
江
陵
馬
山
一
号
楚
墓
』
（
文
物
出
版
社
、

九
八
五
年
二
月
）
七
二
頁
図
六
一

I
3
を
参
照
。

・
三
九

(
1
5
)
注
(11)
書
一
九
五
頁
図
―
二
五
I
3
.
4
を
参
照
。

(
1
6
)
注

(
9
)
書
ニ
―
五
頁
図
―
四
五
112.14
を
参
照
。

(
1
7
)
注
(11)
書
三

0
三
頁
図
一
九
九
l
1
を
参
照
。

(18)

注
(14)
書
七
六
頁
図
六
三
、
注

(
9
)
書
三
八
九
頁
図
二
六

一
頁
図
二
六
三
お
よ
び
四
―
―
頁
「
器
物
分
期
図
」
の
四
期
六
・
七
段

を
参
照
。

(
1
9
)
湖
北
省
宜
昌
地
区
博
物
館
・
北
京
大
学
考
古
系
『
当
陽
趙
家
湖
楚
墓
』

（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
二
年
三
月
）
ニ
―
―
頁
図
一
六
七
（
B
）
「
甲

類
墓
器
物
分
期
図
」
、
ニ
―
三
頁
図
一
六
八
（
B
）
「
乙
類
墓
器
物
分
期

図
」
、
お
よ
び
注
(
9
)
書
四
〇
八

S
四
0
九
頁
図
二
七
七
「
乙
組
甲
類

墓
器
物
分
期
図
」
、
四
一

0
か
ら
四
―
―
頁
図
二
七
八
「
乙
組
乙
類
墓

器
物
分
期
図
」
の
「
佑
銅
陶
礼
器
」
を
参
照
。

(20)

注
(
9
)
書
一
八
四
頁
図
―
二
五
113
、
三
九

0
頁
図
二
六
ニ
ー
3
を

参
照
。

(
2
1
)
注
(11)
書
三
四
頁
図
二
O
I
4
、
二
九
七
頁
図
一
九
ニ
_
1
.
2
を
参

照。

(
2
2
)
注
(11)
書
三
四
頁
図
二
O
I
1
を
参
照
。

(23)
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
『
江
陵
望
山
沙
塚
楚
墓
』
（
文
物
出
版
社
、

一
九
九
六
年
四
月
）
九
三
頁
図
六
三
ー
5
、
注
(11)
書
二
九
六
頁
図
一

九
一
を
参
照
。

(24)
注
(11)
書
三
四
頁
図
二
〇
ー
5
.
6
を
参
照
。

(
2
5
)
注
(
9
)
書
二
九
二
頁
図
一
九
一
ー
3
.
4
を
参
照
。

(15) 



本
稿
は
、
『
江
漢
考
古
』
二

0
0
五
I
-

（
総
第
九
四
期
、
湖
北
省
考
古

学
会
編
）
に
掲
載
の
同
名
論
文
を
、
原
著
者
の
了
解
を
得
て
翻
訳
転
載
し

た
も
の
で
あ
る
。
原
著
者
は
一
九
五
五
年
生
。
武
漠
大
学
教
授
。

（
）
内
は
原
著
に
あ
る
注
、
〔
〕
内
は
訳
者
が
補
っ
た
記
述
。

ま
た
原
著
に
な
い
図
版
を
注
(
1
)
お
よ
び

(11)
報
告
書
よ
り
適
宜
補
っ
た
。

な
お
、
時
代
区
分
に
関
す
る
呼
称
が
日
中
間
で
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

部
の
議
論
が
混
乱
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
〈
戦
国
早
期
〉
〈
戦
国
晩
期
〉

な
ど
の
呼
称
に
は
特
に
〈
〉
を
付
し
た
上
で
原
文
の
ま
ま
用
い
た
。

訳
者
附
記

(16) 




